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当社は，2005年よりグローバル化の方針の中，

世界各地に生産や販売の拠点を増やしており，

現在 23 の国に販売拠点を持ち，10 の国の製造

拠点を運用して，事業を展開しています。2021

年にはエジプト，また 2022 年には TICAD8 の

開催に合わせチュニジアでも製造を開始する予

定です。その目的は，当社のミッションとして

掲げている，「世界の衛生・環境・健康の向上

に貢献する」ことにあります。

さてコロナの流行でワクチン生産や流通がク

ローズアップされる中，改めて明らかになりま

したが，世界のサプライチェーンは密接につな

がり，今やアメリカや中国，EU の大きな経済

圏であっても，一国・一地域だけで，経済を発

展させるのは難しい状況です。トランプ大統領

の「アメリカ-ファースト」で，国境の壁を上

げ，自国第一主義，保護主義の政策をとろうと

図りましたが，早晩バイデン大統領による修正

がはじまりました。

また中国政府による一帯一路の政策は大歓迎

ですが，衣の下に隠れた鎧が見え隠れすること

は問題です。実際，尖閣列島，南シナ海などへ

の海洋進出は，日本も含め関係国に大きな警戒

をあたえています。このような中国の覇権主義

が，将来の軍事的衝突を産む可能性も否定でき

ず，共産党の一党独裁体制の維持と，香港など

に見られる民主主義の否定とあいまって，経済

にも不安定な要素が産まれています。これにも

修正が必要で，各国政府の中国に対する平和的

な働きかけに期待したいものです。

それぞれの国や地域が，それぞれの考えで自

国第一主義を上げ，運営を図るのは当然のこと

ではありますが，その間，地球上では，①地球

温暖化と温暖化ガスの排出抑制，②持続可能な

エネルギーの活用，③生物多様性の減少，④プ

ラスチックによる海洋汚染，⑤パンデミック感

染，⑥貧富の格差拡大，国家や地域格差拡大，

など自国第一主義では解決できない問題が多発

しています。地球の人口が 100 億人にもなろう

とするとき，これらの問題に対して，新しいガバ

ナンスが必要なことは誰もが理解していますが，

対応できていないのが現状です。これらに対し

て，国際協力の枠組みは重要ですが，スピード

早い前衛的活動として，企業や NPO の役割が

もっと大きくなって来ることが大切です。

経済とは，「経世済民」という，人々を豊か

にし，幸せに暮らせることが目的です。今の経

済は，お金に焦点があたりすぎ，このような経

済の目的が，喪失しているように思えます。一

部の人がいくらお金を儲けても，気象災害がひ

どくなり，人間以外の生物環境が破壊されては

元も子もありません。われわれの目指す経済

は，地球が持続可能に運営され，その中で，生

物や人々が調和し，幸せに暮らすことです。そ

のため現在の経済のシステムを，今こそ変えね

ばなりません。IT やバイオテクノロジーの技

術が進歩する中，イノベーションを活用し，持

続可能な地球と人々の幸せに振り向けるように

することが必要です。そして，ビジネスや社会

も努力を重ね，変化を遂げる時が来たように思

います。そのため，2025 年の万博「いのち輝

く未来社会のデザイン」や，2030 年にゴールを

迎える SDGs への対応を，それぞれの企業で真

剣に取り組むことができればと思います。そし

てきっとそんな取り組みの中から，新しい答え

が産まれてくることを期待し，確信しています。

（さらや ゆうすけ）




